
委員長報告第 ６ 号 

 

令和３年５月１３日 

 

阿賀野市議会議長 市 川 英 敏 様 

 

産業建設常任委員会委員長 山 口 功 位 

 

所 管 事 務 調 査 報 告 書 

 

本委員会は、令和３年第１回議会定例会において議決を経た、閉会中の所管事務調査

を下記のとおり行ったので、会議規則第１１０条の規定により報告します。 

 

                  記 

 

１ 調査事項  やすだ瓦ロード整備事業について 

２ 調査期日  令和３年５月１３日(木)  午前９時３０分 

３ 調査経過 

令和３年度から３か年をかけて実施する「やすだ瓦ロード整備事業」の調査のた

め、阿部産業建設部長、相馬商工観光課長並びに担当職員の出席を求め本委員会を

開催し、担当部長及び担当職員から調査事項についての説明を受け、質疑、意見集

約を行いました。 

４ 調査結果 

  1) 課題と目的 

    かつて安田瓦産業は、20 軒程度の瓦製造業者がありましたが、現在では瓦製

造業者２社と関連業者３社が操業しているだけとなり、地域産業再生と活性化

が喫緊の課題となっています。 

そのため「地場産業が息づく活力と賑わいのまちづくりを推進」し、「観光人

口、関係人口の増加を通じた地場産業と地域の活性化」を図るため、やすだ瓦ロ

ードを中心とした拠点整備に取り組むこととなりました。 

   2) 事業概要について 

    本事業は、地方創生推進交付金、地域活性化推進事業の２本の補助事業を活用

し、総額１億９千万円で実施されます。 

事業費の内訳として、国７千万円、県５千万円、市５千万円の負担をし、事業

主体である安田瓦協同組合(以下、瓦組合)は２千万円を負担します。 

 令和３年度は、地域活性化推進事業である「やすだ瓦ロード周辺整備」が行わ

れる予定です。整備内容は、市事業として歩行者空間確保のための「市道のグリ

ーンベルトの設置」、瓦組合として「総合案内板・誘導標の設置・トイレ整備やモ

ニュメント等の整備」が予定されています。 



具体的には、瓦テラスと瓦組合事務所の間や三角広場付近に、「新たな横断歩道

の設置」や「三角広場を再塗装しての整備更新」。 

自社で駐車場や駐車場案内看板を整えてこられた長場鬼瓦工場では、更にわか

りやすい表示板の設置を検討されているほか、瓦組合は旧安田瓦産業の跡地であ

る「鬼瓦散歩道の整備」を進めることとしています。 

メイン会場の焼物広場は、広さが約１反程度あり、民地との境界線を確定した

うえで、「路盤整備」、「トイレの設置」、「管理が容易なクローバーの播種・植栽」、

「広場中心の築山部分にモニュメント設置」などを行い、インスタ映えするよう

な広場を作る検討がなされています。 

 焼物広場を抜けた住宅地には、地元の方たちの協力の下、瓦や庵地焼の破片を

活用し「道路脇に埋込飾り」を、県道付近には県・市と協議しながら装飾など、

何らかの工夫を施したい、としています。また 10年前に整備した「ふれあいピッ

トの再整備」や五十嵐瓦工業の壁面には「全国瓦産地看板の設置」を考え、庵地

焼のところは「駐車場の新設」について協議を行っています。なお、安田焼方面

は道幅が狭いことからグリーンベルトを付けられないことが確認でき、阿賀野市

歴史民俗資料館までの来訪者誘導については、今後の検討となっています。 

国道 290号の入り口看板は、10年が経過。色褪せのため、リニューアルを予定

し、また地域の上野林集落センター付近には「ベンチ・誘導標・埋込飾りの設置」、

やすらぎ温泉にも「モニュメントを設置」し、人の流れを誘導する予定であり、

詳細について、地元の方と打合せをしながら、今後進めたいとのことです。 

 なお、瓦ロード整備と併せてソフト事業への取り組みも検討されており、瓦組

合事務所裏手に新たに「安田瓦体験型資料館を建築」し、予約システム導入によ

る「修学旅行受入れ」、「瓦づくり体験学習の提供」、また瓦組合での「瓦職業訓練

学校の修業課程の場」として事業展開を図る計画です。 

また、安田瓦体験型資料館には、瓦に関する資料コーナーの併設を予定すると

ともに、瓦組合にある瓦リサイクル施設で生産される瓦チップの販売を通じ、循

環型社会を見据えながらの事業提案を行いたい、としています。 

結びに、「地場産業が息づく活力と賑わいのまちづくり」を事業として実施する

にあたり、その事業進度については、内閣府との１回目の打合せが終了している

旨の説明があったことを付け加えいたします。 

  3) 要望事項 

    委員会では、瓦ロード全体の美観・景観を整備するうえで、地域、特に地元の

方々の理解・協力を得ることが必要であり、このことが地域の一体感を醸成する

こととなり、来訪者の方もこれを感じ、再来訪につながるとの意見が出されまし

た。 

また、一時的な取り組みとせず、事業の目的達成のため、継続的な計画づくり

と実行に取り組まれるよう申し添えました。 

 

以上、産業建設常任委員会の所管事務調査の委員長報告といたします。 


